
市役所敷地上空から（令和５年２月３日現在）
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敷地北側（旧442号線側）の臨時駐
車場の整備で、大型車の往来が多く
なり、大変ご迷惑おかけします。
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　　工事の進捗状況　
　1月に入り1階床までのｺﾝｸﾘｰﾄ打設を1工区から順に進め、5工区のｺﾝｸﾘｰﾄ打設が2月2日に完
了しました。打設が完了した工区から外部足場を設置し、地上部の工事を6工区に分けて開
始しています。また、敷地北側（旧442号線側）については、臨時駐車場（来庁者及び現場
作業員用）として利用するための整備に入っており、2月下旬に利用を開始する予定です。

免震上基礎工事

１階躯体工事

仮設工事（外部足場）

北側駐車場整備工事

問い合わせ：新庁舎建設課：0943-24-8091　　　
　　　　　　　　工事現場事務所：0943-24-8650（施工業者：東急・ｲﾉｳｴﾊｳｼﾞﾝｸﾞJV）

※2月4.18.23日は作業日となります。
　2月の工事予定　 ※　：ｺﾝｸﾘｰﾄ打設日(予定)

　新庁舎の５階まで続く柱の全長は20ｍを超えます。20ｍ超の鉄筋を１本で使用できればいいので
すが、それでは現場に運び込むことも組み立てることも困難です。そのため、鉄筋は所定の長さに
加工したものを運び込み、現場でつなぎ合わせながら施工します。その部分を継手(つぎて)といい、
新庁舎の柱や梁に使用する直径が大きな鉄筋の継手はガス圧接工法で、２本を突き合わせ、バー
ナーで加熱（約1200℃）し、圧接器で圧力を加えながら１本の鉄筋にしていきます。
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　工事が先行している１・２工区では、１階部分の柱・壁・梁の鉄筋・型枠の組み立てが進み、現
場の様子も大きく変わってきました。外部足場も設置され、これから夏までの間で、徐々に階数を
上げていきます。（新庁舎棟は５階建です。）

オレンジ色の部分は２階の床の型枠です。 １階床から２階床までの高さは4.5ｍあります。
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